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平成 27 年 11 月 3 日、高野山森林公園多目的広場をメイン会場とし、地域づくり
交流フェスタ 2015「高野町交流ひろば」を開催いたしました。
当日は晴天に恵まれ、地元の新鮮野菜や手作りの加工品、ファーストフードの販
売、丸太切りや木工クラフト体験、木くずのプールや積み木、紙芝居など、様々な
町内の活動団体によるそれぞれの特色を生かした店舗が並びました。また、特別企
画「お餅つき大会」や「高野のジャンケン王決定戦」は大盛況でした。
子供から大人まで多数のご来場者で賑わい、交流の輪が広がる一日となりました。

高野町交流ひろばを開催しました

1
vol.18
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千
石
橋
は
、
高
野
町
（
西
鄕

作
水
）
の
北
端
の
丹
生
川
の
渓

谷
を
渡
し
て
い
る
橋
で
す
。
京

大
坂
道
と
よ
ば
れ
る
東
高
野
街

道
に
あ
り
、
町
石
道
以
上
に
多

く
の
参
拝
者
が
通
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
第
2
代
播
磨
明

石
藩
主
の
松
平
孫
四
郎
（
光
重
）

が
高
野
登
山
を
し
て
い
た
と

き
、
こ
の
橋
ま
で
来
ま
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
洪
水
に
な
っ
て
川
止

め
に
遭
い
ま
し
た
。
河
根
に
3

日
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、
結
局

先
に
進
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
こ
の
明
石
藩
主
は
寛
永
11

年
（
１
６
３
４
）
に
擬
宝
珠
（
ぎ

ぼ
し
）
を
寄
付
し
て
、
現
在
の

場
所
に
橋
を
架
け
再
造
し
ま
し

た
。

　

当
時
の
橋
長
は
約
32
・
8
ｍ
、

幅
員
は
約
5.5
ｍ
で
大
変
珍
重
さ

れ
た
と
い
い
、
柱
は
な
く
欄
干

が
美
し
い
橋
で
し
た
。「
大
橋
」

や
「
一
橋
」
な
ど
と
も
い
わ
れ

ま
し
た
。
営
繕
費
と
し
て
千
石

を
幕
府
か
ら
賜
っ
て
い
た
と
も

い
い
、
そ
の
費
用
を
計
っ
て
千

石
橋
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

千
石
橋
を
渡
っ
て
高
野
山
方
向

へ
急
坂
を
登
っ
て
い
く
と
、「
尾

細
」
を
経
て
、
む
か
し
桜
の
古

木
が
あ
っ
た
と
い
う
「
桜
茶
屋
」

や
「
神
谷
」
で
休
憩
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
昭
和
10
年

（
１
９
３
５
）
に
は
、
橋
長
28
・

8
ｍ
、
幅
員
3.8
ｍ
、
高
さ
10
・

5
ｍ
の
「
新
千
石
橋
」

が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
よ
っ
て
架
け
か
え

ら
れ
、
の
ち
幾
度
か
の

改
修
を
経
て
現
在
の
千

石
橋
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
教
育
委
員
会　

飯
野
尚
子
）

1
月
10
日
　
消
防
出
初
式

成
人
式

1
月
20
日
　
お
逮
夜
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

1
月
21
日
　
報
恩
高
野
市

1
月
26
日
　
文
化
財
防
火
デ
ー

千せ
ん

　
石ご

く

　
橋ば

し

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
俳

句
・
川
柳
な
ど
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
掲
載
希
望
の
方
は
企
画

公
室
広
報
係
（
☎
56
︱
２
９
３
２
）
ま
で
！

大
根
煮
の
戸
毎
に
匂
ふ
夕
支
度
　
　
　
　

中
垣
内
富
貴
代

冬
空
に
入
り
日
の
赤
し
あ
す
晴
れ
か
　
　

森
口
　
妙
子

雪
山
の
車
窓
に
迫
る
北
陸
路
　
　
　
　
　

上
岡
　
敏
夫

夕
霧
の
見
事
に
画
く
水
墨
画
　
　
　
　
　

堂
本
　
洋
子

可あ
た
ら惜
夜よ

の
雨
に
濡
れ
い
る
紅
葉
か
な
　
　

岡
本
　
好
民

4

1月の主な行事

今
月
の
俳
句
（
富
貴
俳
句
会
）

�

平
成
28
年
1
月
よ
り
、
町
内
放
送
の
正

午
の
音
楽
で
高
野
町
歌
と
と
も
に
和

歌
山
県
歌
を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お知らせ
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
28
年

の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
高
野
山
開
創
１
２
０
０
年
の
節

目
で
、
4
～
5
月
の
大
法
会
期
間
中
だ
け
で

約
60
万
人
の
方
が
お
越
し
に
な
ら
れ
、
秋
の

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
で
は
、
高
野
山
で
行

わ
れ
た
3
Ｂ
体
操
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ほ
か
、

近
隣
市
町
村
で
行
わ
れ
た
競
技
の
選
手
の
皆

様
の
宿
泊
地
と
し
て
約
1
万
人
の
方
が
お
越

し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
1
年
の
入
込
数

は
、
9
月
末
時
点
で
す
で
に
１
５
０
万
人
を

突
破
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
社
会

情
勢
は
不
安
定
で
テ
ロ
や
紛
争
が
絶
え
ず
、

多
く
の
犠
牲
者
や
難
民
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
世
界
中
か
ら
多
く
の
方
々
が
訪
れ
て
い

た
だ
き
、
高
野
山
は
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
が
、

世
界
の
平
和
と
安
寧
の
た
め
に
高
野
山
の
あ

る
町
と
し
て
出
来
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

本
年
は
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
京
大

坂
道
不
動
坂
、
女
人
道
、
黒
河
道
の
追
加
登

録
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
野
山
、

九
度
山
に
ゆ
か
り
の
武
将
、
真
田
幸
村
公
に

ち
な
ん
だ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」

が
放
映
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
観
光
客
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
近
隣
市
町
が
一
体
と
な
っ

て
観
光
客
を
お
迎
え
す
る
体
制
を
整
え
、
各

地
域
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
た
く
さ
ん

の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
く
た
め
に
、
駐
車

場
の
運
営
や
交
通
渋
滞
の
問
題
は
一
刻
も
早

く
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
庁
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

大
き
な
動
き
と
し
ま
し
て
は
、
将
来
的
に

予
測
さ
れ
る
人
口
減
少
と
経
済
の
縮
小
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、
国
は
地
方
創
生
の
動

き
を
加
速
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
高
野
町
に
お

い
て
も
、
50
年
後
を
見
据
え
た
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
5
か
年
計

画
の
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
た
め
に
、
様
々

な
事
業
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
一
つ
一
つ

を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
町

民
の
皆
様
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
知
恵
を
出
し
、

汗
を
流
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
よ
り
よ
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
で

す
。
21
年
前
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
発
生
し
た
阪
神

淡
路
大
震
災
に
ち
な
ん
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

海
溝
型
地
震
の
発
生
可
能
性
の
「
長
期
的
な
確

率
評
価
」
で
は
、
紀
伊
半
島
沖
に
あ
る
南
海
ト
ラ

フ
を
震
源
と
す
る
地
震
の
発
生
確
率
は
30
年
以
内
で

70
％
、
規
模
は
Ｍ
８
～
9
程
度
、
と
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
地
震
に
よ
る
高
野
町
の
最
大
震
度
は
5

強
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�

「
防
災
・
減
災
出
前
講
座
を
や
っ
て
い
ま
す
！
」

お
住
ま
い
の
地
域
の
防
災
環
境
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
防
災
危
機
対
策
室

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
９
９
１
１

地
震
の
揺
れ
に
備
え
る

災
害
に
備
え
る
…

家
庭
で
で
き
る
防
災
対
策

そ
の
2

①�まず落ち着いて身の安全を確保しましょう。
②�揺れがおさまったらあわてず冷静に火元を確認し
ましょう。

③�玄関など脱出口を確保しましょう。
④�火が出たらまず消火、近所の人と協力して初期消
火に努めましょう。

⑤�慌てず外に飛び出さない、周囲の状況をよく確認
しましょう。

⑥�狭い路地、塀際には近寄らないようにしましょう。
⑦�協力しあって応急救護をしましょう。
⑧�山崩れ、がけ崩れの恐れのある場所からは直ちに
避難しましょう。

⑨�避難は原則徒歩で持ち物は最小限にしましょう。
�⑩�ラジオやテレビの情報に注意して、正しい情報を
入手しましょう。　

地震そのとき10のポイント

高
野
町
長
　
　
平
野
　
嘉
也

年

頭

の

ご

挨

拶

平
成
27
年
か
ら
平
成
28
年
の
年
末
年
始

に
お
け
る
ご
み
収
集
及
び
町
じ
ん
芥
処
理

セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
持
込
み
は
次
の
と
お

り
お
こ
な
い
ま
す
。

〇�

収
集
は
、
年
末
の
12
月
29
日（
火
）ま
で
、

年
始
は
1
月
6
日（
水
）か
ら
通
常
ど
お

り
お
こ
な
い
ま
す
。

〇�

町
じ
ん
芥
処
理
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち

込
ま
れ
る
場
合
、
年
末
の
12
月
30
日

（
水
）ま
で
は
午
前
9
時
～
午
後
3
時

で
、
12
月
31
日（
木
）は
、
午
前
中
（
午

前
9
時
～
正
午
）
で
受
け
入
れ
い
た
し

ま
す
。

�

　

年
始
は
、
1
月
6
日（
水
）か
ら
通
常

ど�

お
り（
午
前
9
時
～
午
後
3
時
）
受
け

入
れ
い
た
し
ま
す
。

※�

通
常
水
曜
日
は
「
も
え
る
ご
み
」「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
」
の
持
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
12
月
30
日（
水
）に
限
り
持
ち
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
1
月
6
日（
水
）

は
、「
も
え
る
ご
み
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
」
の
持
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

�【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

生
活
環
境
課　

環
境
衛
生
係　

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
３
７
６
０

年
末
年
始
の
ご
み

収
集
等
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
業
務
に
つ
い
て
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「文化財防火デー」

【問い合わせ】教育委員会　☎0736－56－3050

教育委員会からのお知らせ

守ろう文化財 第62回

啓発行事開催のお知らせ

行事実施日　平成28年1月26日（火）

火の用心 『無防備な心に火災がかくれんぼ』

　1月 26日は、昭和 24年に法隆寺金堂壁画が焼損した日にあたり、この日を「文化財防火デー」として
定め全国的に文化財を火災から守る運動を実施しています。
　高野町には、国・県・町指定のたくさんの文化財が保存されています。これらの文化財を火災から守るには、関係機
関や文化財関係者だけでなく住民の皆様にも文化財に関心を持っていただき、連携・協力していくことが大切です。
　つきましては、下記のとおり啓発行事を実施しますので、お誘い合わせの上、是非ご観覧下さい。

●防火啓発サイレン吹鳴　午後 2 時 30 分頃（訓練開始時）★火災とお間違えのないようにお願いします★
●啓発車両パレード（高野山地区） 午後 1 時 30 分本山前出発
●消火訓練（伽藍境内不動堂・蓮池周辺） 午後 2 時 30 分頃（パレード終了）より
○主催：高野町教育委員会・高野町消防本部（署）
○共催：総本山金剛峯寺・高野町・高野町消防団・橋本警察署高野幹部交番・高野山文化財保存会

火災は、一瞬にして私たちの貴重な生命、財産を水の泡にしてしまいます。
『備えあれば憂いなし』、火災の防止に万全を期して下さい。

●�

給
与
支
払
報
告
書
は
町
県
民
税
の
申

告
に
代
わ
る
重
要
な
も
の
で
す
。

平
成
27
年
中
に
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー

ト
等
で
、
給
与
支
払
額
が
少
額
の
方
に

つ
き
ま
し
て
も
、
給
与
（
専
従
者
給
与

を
含
む
）
や
賃
金
を
支
払
っ
た
事
業
主

の
方
は
、
受
給
者
ご
と
に
給
与
支
払
報

告
書
を
作
成
し
、
総
括
表
と
と
も
に
そ

の
受
給
者
の
平
成
28
年
1
月
1
日
現
在

の
住
所
地
の
市
区
町
村
へ
平
成
28
年
1

月
30
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

所
得
税
の
源
泉
税
額
が
な
い
場
合
、

受
給
者
本
人
が
確
定
申
告
し
て
い
る

場
合
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

従
業
員
の
個
人
住
民
税（
町
県
民
税
）

は
特
別
徴
収
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
、
納
税
義
務

者
で
あ
る
給
与
所
得
者
に
代
わ
っ
て
、

毎
月
従
業
者（
給
与
所
得
者
）に
支
払
う

給
与
か
ら
個
人
住
民
税（
町
県
民
税
）を

徴
収
し
、
市
区
町
村
に
納
入
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】　

税
務
課
税
務
係

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
２
９
３
１

給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
の
お
願
い

事
業
者
の
皆
様
へ
の
ご
案
内

消
防
通
信
指
令
業
務
の
共
同

運
用
に
伴
う
住
民
基
本
台
帳

デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
、
橋
本
市
消
防
本
部
、

高
野
町
消
防
本
部
お
よ
び
伊
都
消
防
組
合
消
防
本
部

が
消
防
通
信
指
令
業
務
の
共
同
運
用
を
開
始
し
、
橋

本
市
消
防
本
部
内
に
設
置
す
る
「
橋
本
・
伊
都
地
域

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
」
で
１
１
９
番
通
報
の
受
付
を

し
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
を
受
け
付
け
た
後
、
災
害
現
場
に

緊
急
車
両
を
出
動
さ
せ
る
た
め
に
は
、
災
害
地
点
を

特
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

災
害
地
点
を
決
定
す
る
際
、
住
所
地
番
デ
ー
タ
や

目
標
と
な
る
建
物
の
デ
ー
タ
等
の
地
点
情
報
を
参
照

し
ま
す
が
、
予
め
登
録
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
情
報
の
精

度
が
迅
速
な
災
害
地
点
確
定
の
決
め
手
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
地
点
情
報
に
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
正
確
な
地
点
情
報
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
迅

速
で
確
実
な
災
害
地
点
の
確
定
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

災
害
地
点
の
確
定
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

１
１
９
番
通
報
受
付
か
ら
指
令
ま
で
、
ひ
い
て
は
災

害
現
場
到
着
ま
で
の
時
間
短
縮
が
可
能
と
な
り
、
よ

り
一
層
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、常
に
安
全
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
構
築
に
努
め

て
、町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】　

消
防
本
部

☎
０
７
３
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今
年
も
町･

県
民
税
、
所
得
税
の
申
告

時
期
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
も
う

準
備
は
お
済
で
し
ょ
う
か
。
所
得
等
の
申
告

は
様
々
な
証
明
資
料
に
な
る
大
切
な
も
の
で

す
。
申
告
書
は
忘
れ
ず
期
間
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

※�

町
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
２
月
上
旬

に
前
年
実
績
に
基
づ
い
て
対
象
者
と
想

定
さ
れ
る
方
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。
申

告
書
が
届
か
な
い
方
で
提
出
が
必
要
な

場
合
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
（�

各
地
区
の
日
程
及
び
会
場
等
に
つ
い

て
は
、
2
月
号
で
掲
載
し
ま
す
。）

◆�

平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
、
高
野
町
に
住

所
が
あ
る
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
、
前
年
中
の
所
得
等
に
つ
い
て
申

告
が
必
要
で
す
。

○
給
与
所
得
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
人

○�

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
中
途
退
職
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
な
い
人

○�

事
業
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
）、配
当
、

雑
所
得
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

　

※�

申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
、
所
得
証
明

書
等
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
等
の

算
定
や
各
種
申
請
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
収
入
の

無
か
っ
た
場
合
で
も
「
収
入
は
な
か
っ

た
」
と
し
て
申
告
が
必
要
で
す
。

◆�

収
入
の
証
明
書
や
経
費
の
領
収
書
、
各
種

控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
書
類
な
ど

は
早
め
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
前
年
中
の
収
入
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の

◦�

源
泉
徴
収
票
（
原
本
）、
給
与
明
細
書
、

支
払
調
書
、
帳
簿
書
類
等

　

※�

事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
）

が
あ
る
方
は
、
収
支
内
訳
書
を
作
成
し

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書

◦�

生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
の
控
除
証
明

書
、
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
証
明
書
、

医
療
費
の
領
収
書　

な
ど

　

※�

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
個
人
別
、

病
院
別
に
集
計
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

◦�

障
害
者
手
帳
等
（
本
人
ま
た
は
扶
養
家
族

が
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
）

　

※�

障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
な
い

65
歳
以
上
の
方
で
、
要
介
護
認
定
な
ど
、

身
体
や
日
常
生
活
の
状
況
な
ど
が
障
害

者
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
方
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
健
康
推
進
課
へ
申
請
し

『
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
』
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
推
進
課　

介
護
保
険
係

◆�

扶
養
親
族
等
に
つ
い
て
、
控
除
誤
り
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
所
得
等
が
扶
養
控

除
の
要
件
を
超
え
て
い
な
い
か
、
他
の
所

得
者
と
重
複
し
て
い
な
い
か
、
ご
家
族
内

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※���

課
税
後
に
控
除
誤
り
が
あ
っ
た
場
合

は
、
町･

県
民
税
及
び
所
得
税
に
つ
い

て
追
加
税
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◆�

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
（
年
少
扶
養
）
に

つ
い
て
、
平
成
23
年
分
よ
り
扶
養
控
除
が

廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
非
課
税
判
定
の

人
数
に
算
入
し
ま
す
の
で
記
入
漏
れ
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆�

申
告
書
を
郵
送
で
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、

証
明
書
な
ど
必
要
書
類
な
ど
の
添
付
や
記

載
も
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い

　

※���

連
絡
先
の
電
話
番
号
も
必
ず
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
分
以
降
は
、
そ
の
年
の
公
的
年

金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ

り
、
か
つ
、
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
確
定

申
告
書
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
確
定
申

告
書
の
提
出
を
要
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
各
種
控
除
（
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震

保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
、
社
会
保
険
料

控
除
や
扶
養
控
除
等
の
追
加
）
の
適
用
を
受

け
る
と
き
や
、
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
が
あ
る
人
は
町･

県
民
税
の

申
告
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】 

税
務
課　

税
務
係

　
　
　
　

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
２
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３
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

町･

県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人（
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
は
不
要
で
す
）

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の

申
告
に
つ
い
て

申
告
に
必
要
な
各
種
証
明
書
な
ど

申
告
に
お
け
る
注
意
事
項

町･

県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
！

正しい申告
をお願い
します。

平
成
28
年
2
月
15
日（
月
曜
日
）か
ら

平
成
28
年
3
月
15
日（
火
曜
日
）ま
で 

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

申告期間
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昭
和
28
年
の
大
水
害
で
鳴
戸
川
も
溢
れ
砂

防
ダ
ム
を
作
り
ま
し
た
が
、
そ
の
砂
防
ダ

ム
も
古
く
な
っ
て
い
る
の
で
調
査
を
し
て
頂
き

た
い
。
も
し
、
砂
防
ダ
ム
が
決
壊
し
た
と
き
、

下
に
あ
る
家
が
危
険
に
な
る
。（
花
坂
地
区
）

建
設
課
で
確
認
い
た
し
ま
す
。

（
報
告
会
終
了
後
）県
へ
確
認
中
で
す
。所
有

者
が
分
か
れ
ば
陳
情
・
検
討
を
お
こ
な
い
ま
す
。

車
が
西
郷
の
道
路
を
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー

ド
で
通
行
す
る
。
ま
た
、
た
ば
こ
や
空
き

缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
捨
て
る
の
で
マ
ナ
ー
が
悪
い
。

落
石
も
、
拾
っ
て
く
れ
な
い
。（
西
郷
地
区
）

不
法
投
棄
防
止
の
看
板
や
啓
発
看
板
を
設

置
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
高
野
山
の
事

業
所
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
通
行
す
る

よ
う
文
書
な
ど
で
申
し
入
れ
を
し
ま
す
。

（
報
告
会
終
了
後
）
幹
部
交
番
と
連
携
し
、
9
月

2
日
朝
7
時
30
分
か
ら
神
谷
地
区
内
で
街
頭
啓

発
、
同
日
午
後
に
は
高
野
山
内
の
各
事
業
所
を

訪
問
し
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
掲
示
と
従
業
員
へ
の

周
知
を
依
頼
し
た
。

赤
瀬
橋
の
手
前
の
盛
っ
て
あ
る
道
は
、
元

の
道
に
も
ど
る
の
か
？
ま
た
、
い
つ
橋
が

完
成
す
る
の
か
？
（
西
郷
地
区
）

道
路
は
元
に
戻
り
ま
す
。
橋
は
入
札
し
た

と
こ
ろ
で
す
の
で
、
来
年
度
に
完
成
す
る

見
込
み
で
す
。

道
路
の
草
刈
り
は
町
内
会
に
委
託
さ
れ
て

い
る
が
、
高
齢
者
が
多
く
な
り
困
難
と
な
っ

て
い
る
。（
神
谷
地
区
）

ど
こ
の
地
区
も
高
齢
化
と
な
り
、こ
う
い
っ

た
問
題
が
出
て
き
て
い
る
。
考
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

凌
雲
団
地
の
4
階
に
お
年
寄
り
が
住
ん
で

い
る
。
4
階
か
ら
下
り
て
く
る
の
が
辛
い

と
言
っ
て
い
る
。
優
先
的
に
1
階
に
移
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。（
高
野
山
地
区
）

建
設
課
で
は
、
直
接
、
要
望
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
福
祉
的
な
こ
と
も
今

後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
度
、

建
設
課
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
報
告
会
終
了
後
）
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況

を
鑑
み
て
福
祉
部
署
な
ど
と
も
協
議
の
上
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

五
大
連
絡
線
の
歩
道
は
石
畳
と
な
っ
て
い

る
が
、
千
手
院
か
ら
五
ノ
室
に
か
け
て
歩

道
が
黒
く
舗
装
さ
れ
て
い
る
。
も
う
少
し
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
景
観
上
良
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。（
高
野
山
地
区
）

開
創
法
会
が
4
月
2
日
か
ら
始
ま
る
と
言

う
こ
と
で
、
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
工
事

を
進
め
て
き
た
。
ま
だ
、
こ
の
先
の
計
画
を
し

て
お
り
、
歩
道
の
上
に
明
る
め
の
色
を
貼
り
付

け
ま
す
。
色
は
町
内
会
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。

（
報
告
会
終
了
後
）今
年
度
施
工
完
了
の
予
定
で
す
。

台
風
11
号
（
７
／
16
）
の
時
の
こ
と
で
あ

る
が
、
花
坂
不
動
野
地
区
が
停
電
・
通
行

止
め
に
な
っ
た
。
す
ぐ
に
通
行
止
め
の
看
板
を

だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
？
ま
た
、
不
動
野
地

区
に
ひ
と
り
住
ま
い
の
方
が
お
り
停
電
と
な
れ

ば
不
安
に
も
な
る
の
で
、
町
内
放
送
等
で
お
知

ら
せ
で
き
な
い
か
？
（
花
坂
地
区
）

台
風
11
号
は
被
害
が
少
な
く
て
良
か
っ
た

が
、
役
場
内
で
も
反
省
す
べ
き
事
が
沢
山

あ
っ
た
。
次
の
台
風
に
向
け
て
対
策
を
充
分
に

や
っ
て
い
き
た
い
。
限
ら
れ
て
い
る
役
場
職
員

や
そ
の
他
の
業
務
な
ど
に
よ
り
対
応
で
き
な
い

こ
と
も
あ
る
が
、
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

防
災
の
関
係
で
Ｆ
Ｍ
は
し
も
と
の
ア
ン
テ

ナ
を
千
四
百
万
円
で
設
置
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
町
全
体
カ
バ
ー
で
き
る
の
か
？

電
波
が
入
ら
な
い
と
こ
ろ
に
対
し
て
は
ど
う

い
っ
た
措
置
を
と
る
の
か
？
（
神
谷
地
区
）

町
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

す
。
西
郷
や
細
川
、
富
貴
地
区
な
ど
は

電
波
が
入
る
が
高
野
山
地
区
は
電
波
が
入
ら
な

か
っ
た
。
高
野
山
に
ア
ン
テ
ナ
が
建
つ
こ
と
で

ほ
ぼ
カ
バ
ー
で
き
る
。
金
額
も
千
四
百
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
事
業
者
負
担
や
県
補
助
な
ど

か
ら
町
の
持
ち
出
し
は
三
百
万
円
程
度
で
ア
ン

テ
ナ
が
建
つ
。
Ｆ
Ｍ
は
し
も
と
と
は
防
災
協
定

も
結
び
、
ま
た
伊
都
橋
本
地
域
の
身
近
な
情
報

が
入
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
情
報
手
段
の
ツ
ー

ル
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。
高
野

か
ら
の
情
報
発
信
も
で
き
る
の
で
来
年
度
か
ら

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
電
波
が

入
ら
な
い
場
所
で
の
措
置
と
し
て
は
、
知
ら
せ

て
ネ
ッ
ト
や
防
災
無
線
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
何
重
も
の
情
報
発
信
が
で
き
る
よ
う
に
考
え

て
い
る
。
一
つ
で
も
ツ
ー
ル
を
増
や
し
て
情
報

が
行
き
渡
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
。
家
に
設
置
し

て
い
る
戸
別
受
信
は
聞
こ
え
る
が
、
戸
別

受
信
が
無
い
家
で
は
、
雨
が
降
れ
ば
全
く
聞
こ

え
な
い
。
町
長
が
言
い
ま
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
情
報
伝
達
も
わ
か
り
ま
す
が
、
使
い

切
れ
な
い
人
も
い
る
。
町
内
会
長
会
議
で
も
話

を
し
た
が
、
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。（
細
川
地

区
）

防
災
無
線
で
す
が
、
秋
に
音
達
調
査
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
そ
れ
と
戸
別
受
信
機

で
す
が
、
今
家
庭
に
あ
る
品
は
廃
盤
と
な
っ
て

お
り
機
械
の
提
供
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
中
古

品
を
40
台
確
保
で
き
た
。
音
達
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
、
聞
こ
え
に
く
い
場
所
と
か
優
先
順
位

な
ど
も
考
え
、
有
効
利
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

6
月
9
日
か
ら
9
月
4
日
ま
で
高
野
町
内
14
箇
所
で
『
高
野
町
行
政
報
告
会
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
報
告
会
に
は
延
べ
159
名
の
住
民
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
、
住
民
と
町
長
と
の
対
話

を
通
し
、
町
政
に
対
す
る
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
き
ま
し
た
意
見

や
提
言
を
抜
粋
し
て
、
広
報
誌
に
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
花
坂
地
区
、西
郷
地
区
、神
谷
地
区
、細
川
地
区
、高
野
山
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。

  

す
ま
い
と
く
ら
し

　
防
　
災

高
野
町
行
政
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

細川地区
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ま
た
、
今
の
防
災
行
政
無
線
は
ア
ナ
ロ
グ
方
式

で
平
成
34
年
10
月
に
使
用
期
限
が
切
れ
デ
ジ
タ

ル
化
と
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
無
線
へ
の
切
り
替
え

に
は
戸
別
受
信
を
重
視
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

放
送
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
家
の
中
で
締
め
切
っ
て

良
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

放
送
が
あ
れ
ば
窓
を
開
け
聞
い
て
も
ら
う
基
本

設
計
に
な
っ
て
い
る
。

消
防
団
員
も
他
の
市
町
村
に
住
ん
で
い
る

人
も
い
る
と
思
う
が
、
そ
う
い
っ
た
事
も

想
定
し
て
訓
練
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
防
災

訓
練
は
日
中
に
す
る
訓
練
ば
か
り
で
、
夜
間
に

す
る
訓
練
も
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

町
の
住
民
も
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
少
な
い
人

数
で
何
が
で
き
る
の
か
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
。（
高
野
山
地
区
）

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
一
番
大
切
な
の

は
自
分
で
命
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。

公
的
な
支
援
は
一
番
最
後
に
な
る
可
能
性
が
高

い
。
そ
の
た
め
に
自
主
防
災
組
織
を
充
実
し
て

地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。
災
害
が

起
こ
っ
た
時
に
地
域
で
何
が
必
要
か
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
役
場
か
ら
住
民
に
意
識
付
け
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
夜
間
訓
練
は
危

険
を
伴
い
ま
す
の
で
、
安
全
性
を
考
え
た
上
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

花
坂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
件
で
お
願
い

し
て
い
る
が
、
イ
シ
ク
ラ
ゲ
が
発
生
し
て

お
り
雨
が
降
れ
ば
運
動
場
が
２
，
３
日
使
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
芝
生
に
し
て
か
ら
イ
シ
ク
ラ

ゲ
が
発
生
し
、
雨
で
濡
れ
れ
ば
滑
っ
て
危
険
で

あ
る
。（
花
坂
地
区
）

乾
い
た
と
き
に
イ
シ
ク
ラ
ゲ
を
と
る
と
繁

殖
し
、
天
気
が
良
い
時
に
酢
を
撒
く
の
が

良
い
と
伺
っ
て
い
る
。
何
か
他
に
策
が
な
い
か

検
討
し
ま
す
。

（
報
告
会
終
了
後
）
イ
シ
ク
ラ
ゲ
の
駆
除
方
法
は

数
種
類
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
安
全
性

に
も
注
意
が
必
要
で
す
が
、
今
後
試
し
て
い
き

た
い
。千

二
百
年
記
念
法
会
も
あ
り
産
業
観
光
課

の
方
で
案
内
看
板
を
設
置
す
る
と
言
っ
て

い
た
が
設
置
し
て
い
な
い
。
ハ
イ
カ
ー
な
ど
に

も
聞
か
れ
る
の
で
通
行
止
や
距
離
な
ど
を
記
し

た
看
板
を
付
け
て
ほ
し
い
。（
西
郷
地
区
）

看
板
は
英
語
表
記
な
ど
で
遅
れ
て
い
ま
す

が
、
早
め
に
取
り
付
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
報
告
会
終
了
後
）
現
在
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

検
討
中
。
年
度
内
に
は
設
置
し
ま
す
。

細
川
駅
か
ら
矢
立
に
行
く
道
で
す
が
、
最

近
海
外
か
ら
来
る
人
が
多
く
道
を
尋
ね
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
道
は
観
光
道
と
な
っ

て
い
る
が
ハ
イ
カ
ー
に
と
っ
て
不
安
で
あ
り
、

標
識
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。（
細

川
地
区
）

看
板
の
設
置
は
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
住
民
や
南
海
電
鉄
と
も
協
議
し
な

が
ら
設
置
に
向
け
て
進
め
ま
す
。

（
報
告
会
終
了
後
）
年
度
内
に
設
置
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

神
谷
集
会
所
に
あ
る
仇
討
ち
絵
で
あ
る
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を
活
用
し
て
修
理
し

て
く
れ
な
い
か
？
仇
討
ち
の
記
事
な
ど
が
出
た

と
き
は
、
必
ず
こ
の
絵
が
で
ま
す
。（
神
谷
地
区
）

こ
の
絵
は
非
常
に
由
緒
あ
る
絵
で
す
。
文

化
的
価
値
も
十
分
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
検
討
し
ま
す
。

（
報
告
会
終
了
後
）
修
繕
に
つ
い
て
見
積
を
得
て

い
る
。
ど
の
程
度
の
修
理
が
必
要
か
検
討
中
で

あ
る
。細

川
活
性
化
実
行
委
員
会
で
細
川
紙
の
復

興
を
考
え
て
い
る
が
、
町
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
紙
を
漉
く
に
し
て
も
資

金
が
必
要
と
な
る
の
で
、
教
育
委
員
会
な
ど
で

紙
を
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。

（
細
川
地
区
）

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
の
細
川
紙
の

ル
ー
ツ
で
す
し
、
高
野
町
の
宝
だ
と
思
い

ま
す
。
町
の
方
で
も
産
業
観
光
課
で
Ｐ
Ｒ
し
て

も
ら
い
た
い
。
賞
状
な
ど
に
使
用
し
た
り
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
報
告
会
終
了
後
）
現
在
、
町
文
化
表
彰
の
賞
状

や
宝
来
造
り
・
俳
画
教
室
な
ど
で
使
用
し
て
い

る
。
他
に
有
効
活
用
を
検
討
し
た
い
。

最
近
、
移
住
で
高
野
町
に
入
っ
て
き
て
い

る
と
聞
き
ま
す
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
が

入
っ
て
き
て
い
る
か
？
ま
た
、
移
住
に
対
し
て

の
補
助
金
は
あ
る
か
？
（
高
野
山
地
区
）

き
ち
ん
と
し
た
数
字
を
把
握
し
て
い
な
い

が
、
役
場
へ
移
住
相
談
を
し
て
入
っ
て
き

て
い
る
の
は
５
人
程
度
で
あ
る
と
思
う
。
補
助

制
度
は
、
町
の
方
で
住
宅
購
入
補
助
金
が
あ
り
、

県
で
は
起
業
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

外
国
人
の
誘
致
に
つ
い
て
、
Wi
―
Fi
整
備
・

ア
プ
リ
作
成
な
ど
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
目
先
の
こ
と
だ
と
思
う
。
外
国
人
が
来
て
も

一
生
に
一
度
し
か
来
な
い
と
思
う
の
で
、
日
本

人
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
来
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
な

い
か
。
高
野
山
の
価
値
は
二
度
三
度
来
て
い
た

だ
く
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
て
、
ま
た
そ
の
人
た

ち
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
き
た
町
で
あ
る
。
宗
教

的
な
こ
と
に
な
る
の
で
難
し
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
金
剛
峯
寺
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。（
高
野
山
地
区
）

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
海
外
の
誘
致
に
頼
っ
て

い
て
は
駄
目
だ
と
考
え
て
い
る
。
高
野
山

は
様
々
な
評
価
を
得
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

有
事
が
あ
れ
ば
外
国
人
観
光
客
は
止
ま
っ
て
し

ま
う
。
そ
れ
よ
り
日
本
の
方
が
来
て
い
た
だ
く

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
旅
行
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
な
ど
を

積
極
的
に
行
い
、
日
本
人
の
来
る
町
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】
企
画
公
室 

公
室
係

　
　
　
　
　
　

☎
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そ
の
他

神谷地区

花坂地区
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第21回全国
女性消防団員
活性化佐賀大会

花坂 伝
で ん

 御
お

室
む ろ

御
ご

陵
りょう

（静
じょう

覚
か く

入
にゅう

道
ど う

親
し ん

王
の う

）発掘調査　現地見学会

健康づくり講演会 秋季火災予防運動

10月2
6日

11月6
日

11月1
8日

11月9日（
月）〜15日

（日）

全国から約 2500 人の女性消防団員が一堂に集い
日頃の消防団活動や先進的取り組みについて情報交
換し、交流する大会が佐賀県で開催されました。本
町消防団からは奥地団員と大谷団員が参加され、高
野町消防団女性班の様々な地域活動と各分団の特
色、観光地高野山の PR 等を行いました。このイベ
ントを通じて幅広い視野と知識を習得し、男性団員
と共に女性団員としての視点を最大限に活用して貢
献することで、地域住民の安全で安心な暮らしの永
続的な担い手として、その活動をさらに活性化させ
ていただくことを期待しています。

花坂小学校の児童が発掘調査の現地見学会に参加
しました。

花坂小学校から北西に200ｍほど下った場所から
50ｍほど山を東向きに登ったところに、静覚入道親
王（1439～1503）の御陵と伝えられる所があります。

静覚入道親王は、伏見宮邦康親王の子であり、の
ち後花園上皇の猶子となった皇族です。また仁和寺
門跡第 18 代であり、応仁 2 年（1468）に京の戦乱（応
仁の乱）を避けて、高野山の光台院に入った後、高野山
麓の花坂に隠棲し、30 余年を経て文亀 3 年（1503 ）
に薨去（死去）したといわれています。

児童らは、次々に質問し、遺構の内面にも足を踏
み入れ、発掘現場を体感しました。地元の文化財を
知り大切に守っていくことを、現場に足を運ぶこと
によって、有意義に学ぶことができました。

高野町中央公民館において、「生活習慣病予
防」について和歌山県立医科大学有田幹雄先
生にご講演いただきました。高血圧により引
き起こるさまざま疾患や検診の必要性等、健
康づくりの行動の大切さをお話しいただき、
生活改善への動機づけの機会になりました。

多くの町民の皆さまにご参加いただきあり
がとうご
ざいまし
た。

11 月 9 日（月）から15日（日）までの 1 週間にわたり、
秋の全国火災予防運動を実施しました。高野町では女性
消防団員による火災予防
のチラシ配布や高野山こ
ども園の園児による鼓笛
パレード等、多くの防火
啓発行事が行われまし
た。
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中西清美氏が歌謡県民チャンピオン
大会で2位を受賞

第40回 文化表彰式

第52回 和歌山県文化表彰

内海照隆氏 和歌山県社会福祉功労者表彰 小倉正男氏  総務大臣感謝状を受賞

高野山シニア野球クラブが見事優勝！

平成 27 年 10 月 4 日に行わ
れた第 3 回和歌山県知事杯に
おいて、クラブ歌の輪（会長・
近藤佳子氏）のメンバー 3 名が
出場され、中西清美氏が一般
部門で 2 位を受賞されました。

クラブ歌の輪は、歌謡、舞踊、演奏の発表会を
毎年続けられており、次回は来年 9 月 19 日の敬老
の日に高野山大学黎明館にて開催される予定です。

出場をお考えの方には、どなたでも歌のレッス
ンなどを無料で行うそうで、来年の発表会に向け
て「歌は元気の秘訣です。みんなで楽しく歌って
元気に長生きしましょう。」と呼びかけています。
お問い合わせは中西氏（☎ 080-3134-2609）まで。

平成 27 年 11 月 30 日、和歌山県の文化の向上発展に特に顕著な功績のある方々に贈られる和歌山県文
化表彰が行われ、前高野山真言宗管長の松長有慶氏が文化賞を受賞されました。長年にわたる密教研究の
功績と、宗教者としての精力的な活動を称え、仁坂知事より表彰状が贈られました。

また、文化功労賞では、壇上
伽藍の中門再建に合わせて、増
長天像と広目天像を制作された
大佛師の松本明慶氏（京都市）
が受賞されました。

謹んでお祝い申し上げます。

平成 27 年 11 月 3 日に、総務省において、小倉
正男氏が選挙関係功労者表彰「総務大臣感謝状」を
受賞されました。

小倉氏は平成 12 年より選挙管理委員を務め、平
成 16 年より平成 25 年まで選挙管理委員長に就任
し、選挙の管理執行及び選挙の啓発事務に従事され
た功績が認められました。

和歌山県寿野球連盟主催の第 22 回和歌山県寿野
球大会が平成 27 年 11 月 29 日、白浜町の白浜球
場にて開催され、高野山シニア野球クラブが見事優
勝を果たし、森田安男監督より平野町長に優勝の報
告がありました。報告の中で、寿野球近畿大会が高
野山で開催できないか等を話されました。

（※高野山シ
ニア野球クラ
ブ で は 40 歳
以上の部員を
募集していま
す。）

11 月 3 日（文化の日）高野町民文化発展と伝承に
貢献されたご功績を讃え授与されました。

永年にわたり写真を通して
高野山の風光明媚な自然や密
教の世界を日本のみならず世
界に紹介されています。

250 年余り続く老舗七代目
として味噌作りに従事し伝統
継承、さらに後継者の育成に
尽力されています。

文　化　賞 文化功労賞

永坂 嘉光氏 水木 照子氏

和歌山県において社会福祉の発展に貢献された
方々の功績を称え、平成 27 年 11 月 11 日の表彰
式にて内海照隆氏に知事感謝状が贈られました。

内海氏は、平成 7 年より高野町民生児童委員協
議会会長、平成 11 年より高野町社会福祉協議会会
長を務められ、永年にわたって地域福祉の充実の
ため尽力いただいております。
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わかやま田舎暮らし現地体験会ツアー in 高野町

○ 田舎味噌作り体験会
◦平成 28 年 2 月 7 日（日）午後 1：00 ～
　　※�申込の締切については、平成 28 年 1 月 29 日 (金)

までにお問い合わせの上、お申込みください。
◦募集定員：10 名（先着順）
◦体験料：1,500 円／ 1 人
　　※お持ち帰りは 1kg あたり 1,000 円

（お一人様、最大 3kg まで）

【問い合わせ】産業観光課　地域・産業振興係　
☎0736－56－3443

今回、冬の特別企画として、地元花坂で採れた青
大豆を使った田舎味噌作り体験会を企画しました。
昔からの里山での暮らしや営みを体験しませんか？

花坂さくら会は、高野山の麓・花坂地区で、地域の魅力を発信するための活動を行っています。
なるこ川販売所では、お豆腐などの加工品や地元野菜を販売しています。

11 月 14 日～ 15 日、移住に興味のある都心部（東京・千葉・神奈川）の方々 18 名をお招きし、高
野町の暮らし体験会を開催いたしました。

1 日目は細川地区で、高野町に古くから伝わる＂高野紙＂の紙漉きや材料のトロロアオイの収穫、2
日目の花坂地区では、花坂そばの＂そば打ち＂を体験していただきました。

また、受け入れ地域の皆さんとの交流会では、住民の皆さんからの生の声でツアー参加者に、高野町
での暮らしについてお伝えすることができました。

ツアー参加者と地元
の皆さんとの間に、と
ても暖かい交流の輪が
生 ま れ た 2 日 間 で し
た。

図書は一人5冊まで貸し出しできます。2週間以内に返却して下さい。
図書室利用カードも好評発行中です。

【問い合わせ】高野町中央公民館 図書室 担当 橋本奈理加 ☎ 56－2076

図書またはDVDの購入リクエストを受付中です。図書室に入れてほしい本またはDVDがありま
したらご遠慮なくお声をかけて下さい。また図書室にあるDVDの閲覧を希望する場合はいつでも
司書にお申し付け下さい。

1月 9日：�14：00より、図書室でボランティアによるよみきかせがあります。
1月23日：14：00より、図書室でよみきかせがあります。

お知らせ

イベントの
お知らせ

中央公民館

【問い合わせ】橋本簡易裁判所　☎0736－32－0314
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冬
の
節
電
に

ご
協
力
を

お
願
い
い
た

し
ま
す

関
西
電
力
か
ら
の
お
願
い

高
野
町
入
札
参
加

資
格
審
査
受
付

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

高
野
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

測
量
・
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
、

物
品
製
造
等
に
係
る「
一
般
競
争（
指

名
競
争
）
参
加
資
格
審
査
申
請
」
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

　

平
成
28
年
1
月
28
日（
木
）～

平
成
28
年
2
月
29
日（
月
）

有
効
期
間

　

平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で（
2
年
間
）

提
出
場
所

　

高
野
町
役
場
本
庁
1
階　

総
務
課

注
意
事
項

（
1
）
国
土
交
通
省
統
一
様
式

（
2
）�

各
申
請
書
は
Ａ
4
フ
ラ
ッ
ト

フ
ァ
イ
ル（
焼
却
処
分
に
で
き

る
も
の
）に
綴
じ
て
く
だ
さ
い
。

（
3
）�

受
付
は
持
参
ま
た
は
郵
送
（
郵

送
の
場
合
は
平
成
28
年
2
月

29
日
当
日
消
印
有
効
）

※�

受
付
票
の
必
要
な
方
は
、
返
信
用

封
筒（
82
円
切
手
貼
）ま
た
は
返
信

用
ハ
ガ
キ
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、高
野
町
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】　

総
務
課　

　
　

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
３
０
０
０

（
内
線
１
２
４
）

平
成
28
年
度

　
橋
本
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
入
札
参
加
資
格
審
査
受
付
の
お
知
ら
せ
　

11
月
14
日（
土
）に
、
第
7
回
高
野
町

民
ゴ
ル
フ
大
会
を
紀
伊
高
原
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
の
方
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
32
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ー
で
盛
り
上

が
り
無
事
盛
会
の
う
ち
に
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

以
下
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
の
で

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

●
優　

勝　

古
家　

清
春　

様

　

●
準
優
勝　

松
山　

雄
大　

様

　

前
回
優
勝
者
の
古
家
清
春
様
の
連

覇
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
今
大
会
開

催
に
と
も
な
い
ま
し
て
ご
協
力
ご
協

賛
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
回
の
大
会
も
沢
山
の
皆
様
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第７回

左：優　勝　古家清春様
右：準優勝　松山雄大様

高
野
町
民

ゴ
ル
フ
大
会

■
対
象
業
種

　

物
品
購
入
（
原
材
料
、修
繕
、機

械
点
検
、リ
ー
ス
、レ
ン
タ
ル
、医
療

機
器
、医
療
材
料
、医
薬
品
、役
務
の

提
供
な
ど
を
含
む
）、建
設
工
事
、測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

■
申
込
資
格

　

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
4
お
よ
び
11
第
1
項
の
規
定

並
び
に
次
の
各
項
目
に
よ
る
。

①�

平
成
28
年
2
月
1
日
現
在
、引
き

続
き
1
年
以
上
そ
の
営
業
に
従

事
し
て
い
る
こ
と

②�

国
税
及
び
地
方
税
を
納
付
し
て

い
る
こ
と
。

③�

営
業
に
関
し
許
可
、認
可
な
ど
を

必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、当

該
許
可
、認
可
な
ど
を
得
て
い
る

こ
と
。

④�

営
業
状
態
が
健
全
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。

■
提
出
書
類

〇�

物
品
…
入
札
（
見
積
）参
加
資
格

審
査
申
請
書
及
び
組
合
が
指
定

す
る
必
要
書
類
（
Ａ
４
フ
ァ
イ

ル
綴
じ
、各
1
部
）

　

※�

様
式
は
組
合
窓
口
配
布
又
は
、

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〇�

建
設
工
事
、測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
…
国
土
交
通
省
統
一

様
式
、そ
の
他
必
要
書
類
（
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
綴
じ
、各
1
部
）

■
提
出
方
法

　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
2
月
29
日

消
印
有
効
）

※�

提
出
書
類
・
方
法
の
詳
細
は
、
1

月
4
日
か
ら
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■�

受
付
期
間
（
い
ず
れ
も
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
）

2
月
1
日（
月
）～
2
月
29
日（
月
）

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　
　

�

午
前
9
時
～
正
午
、午
後
1
時

～
5
時

【
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
】

橋
本
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合
事

務
局

〒
６
４
８
―
０
０
７
３　

和
歌
山
県
橋
本

市
市
脇
一
丁
目
1
番
6
号

☎
０
７
３
６
―
32
―
７
１
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.hashim
oto-kouiki.jp/
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ひとりで悩まず「相談」から
はじめてみませんか？

●織物製造会社勤務 A 君
12 年間ひきこもり状態だったA君。息子の将来を
心配した母親が本人を伴いサポステに相談。就労相
談・イベント（ヨガ教室、調理体験、自己理解セミナー
等）への参加や職場体験等を通して自信をつけ、サポ
ステ支援開始 1年後、現会社にアルバイトとして働
き始めました。その後、本人の努力を認められ正社員
に登用されました。現在も元気に働いています。

●地元企業事務職 B さん
人前で話すことが苦手なBさんは、「面接で
うまく話せないのではないか？」という不安が
ありました。知人の勧めでサポステにて相談を
開始。マナー講座・面接練習を経て 2ヶ月後に
就職決定し、現在アルバイト就労中です。

働くことに不安のある無業の
若者（15～39歳）の自立・就業
をサポートいたします。
高野町出張相談会にお越しく
ださい。（利用料無料・要予約）

サポステきのかわは厚生労働省と和歌山県の協働事業です

サポステ支援を経て
就労したケースの一例

若　者
◦人間関係が苦手で働くのが不安
◦自立したいけど自信がない
◦履歴書、面接対策を相談したい

【問い合わせ】若者サポートステーション With You
〒648-0073　橋本市市脇1－1－6　JA橋本支店ビル2
ＴＥＬ：0736－33－2900    FAX：0736－33－2910

【日時】1 月…22 日（金）午後　1 時～ 4 時
2 月…19 日（金）午後　1 時～ 4 時
3 月…18 日（金）午後　1 時～ 4 時

【場所】 高野町役場　1 階　住民ホール　
ご予約の方は、下記連絡先、または高野町福祉課までお電話ください。
4月以降の日程や詳しい内容についてもお気軽にお問合せください。

高野町出張相談会

橋
本
簡
易
裁
判
所
所
属
の

調
停
委
員
で
構
成
す
る
橋
本

調
停
懇
話
会
で
は
、こ
の
度
、

下
記
の
と
お
り
調
停
相
談
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

「
調
停
」
は
、
お
金
の
貸
し

借
り
や
、
土
地
・
建
物
、
交

通
事
故
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
、
ま
た
、
離
婚
や
相
続

な
ど
の
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル

等
、
日
常
生
活
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
争
い
事
を
話
し
合

い
で
円
満
に
解
決
す
る
た
め

の
制
度
で
す
（
家
庭
内
の
ト

ラ
ブ
ル
は
家
庭
裁
判
所
の
取

扱
い
に
な
り
ま
す
。）。

調
停
と
し
て
扱
え
る
こ
と

が
ら
か
、
調
停
を
申
し
立
て

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

か
、
ど
の
よ
う
に
調
停
が
行

わ
れ
る
の
か
な
ど
に
つ
い

て
、
実
際
に
調
停
に
携
わ
っ

て
い
る
橋
本
簡
易
裁
判
所
所

属
の
調
停
委
員
が
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

調
停
相
談
会
の

開
催
に
つ
い
て

【問い合わせ】橋本簡易裁判所　☎0736－32－0314

日　時：平成 28年 1月 21日（木）　午後 1時から午後 4時まで
（ただし、受付は午後 3時までとさせていただきます。）

場　所：橋本簡易裁判所（橋本市東家 5丁目 2番 4号）
※なお、相談は無料で、秘密は守られます。

記
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日　時　　月曜日～金曜日  （祝日・年末年始・警報発令時はお休みします）
　　　　　9時～14時　　※申し込みは不要です　※時間内の出入りは自由です
場　所　　子育て支援センター（高野町保健福祉センター内）
持ち物　　水筒、タオル、着替え
お願い　　子育て支援センター内での事故やケガにつきましては保護者の方の責任でお願いします。

【問い合わせ】子育て支援センター　☎0736－56－3938

１ 月 の
予 定

6日（水）

新聞あそび
10：30～11：30

13日（水）

絵本を楽しもう！
10：30～11：30

22日（金）

リズム体操
10：30～11：30

26日（火）

製作（鬼の面作り）
10：30～11：30

平
成
28
年
4
月
入
学

　

産
業
構
造
や
就
業
形
態
等
が
大
き
く
変
化

進
展
す
る
中
で
、
企
業
で
は
即
戦
力
と
な
り

得
る
人
材
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県

立
産
業
技
術
専
門
学
院
で
は
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
実
践
的
職
業
訓
練
を
通
じ
高

度
な
専
門
知
識
と
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
に

よ
り
各
種
資
格
の
取
得
が
可
能
で
、
そ
れ
に

よ
り
就
職
状
況
も
良
好
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
願
書
受
付
…
…�

平
成
28
年
1
月
12
日（
火
）

～
1
月
19
日（
火
）

■
選
考
日
…
…
…
平
成
28
年
2
月
3
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
～

■
選
考
会
場
…
…�

入
学
を
希
望
す
る
産
業
技

術
専
門
学
院
及
び
東
牟
婁

振
興
局

■
選
考
方
法
…
…�

筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
）

及
び
面
接

■
合
格
発
表
日
…�
平
成
28
年
2
月
10
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
～

【
問
い
合
わ
せ
】　

和
歌
山
県
労
働
政
策
課　

☎
０
７
３
︱
４
４
１
︱
２
８
０
２

放
送
大
学
学
生
募
集

あ
な
た
も
放
送
大
学
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

？

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
正
規

の
通
信
制
大
学
で
す
。

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
、
い
つ
で
も
、 

ど
こ
で
も
、 

誰
で
も
、 

学
び
た
い
だ
け
学

べ
る 

大
学
で
す
。

た
だ
い
ま
平
成
28
年
4
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。資
料
の
お
取
り
寄
せ
は
無
料
で
す
。
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地域包括支援センターよりお知らせ

地域包括支援センターは診療所横から役場内に移転しました。
【問い合わせ】高野町地域包括支援センター　☎0736－56－2933（担当　中西・日吉田）

○介護・福祉に関する相談日を
　毎月第2金曜日に設けています。

1月の相談日は8日です。
誰に相談すればいいか分からない問題や、ちょっと
した疑問などなんでもかまいません。ご相談のある
方は、直接地域包括支援センターにお越しいただく
か、もしくは電話にておたずねください。

○地域包括支援センターでは、毎月以下の
　地区で介護予防教室を開いています。
　　　高野山　「たんぽぽ会」
　　　花坂・細川・神谷　「みんなの会」
　　　筒香　「なごみ会」
　　�　参加していただける方を募集していますので、
　　興味のある方はお問い合わせください。

◆人口 3,310 人（前月比－ 8）　男 1,608 人／女 1,702 人　世帯 1,746 戸（前月比－ 1）
◆出生　1 人　　◆死亡　4 人　　◆転入　6 人　　◆転出　11 人

高野町の人口
（11月末日現在）

がんは日本人の死亡原因の第1位であり、がんにかかる可能性は2人に1人と推測されて
います。しかし、最近では、早期発見・早期治療を行えば、完治することが困難でない病気と
なってきました。町では、早期発見・早期治療できるよう、各種がん検診を実施しています。
※受診券を紛失された方は再発行しますので、福祉保健課までお問い合わせ下さい。

肺炎球菌は主に気道の分泌物に含まれる細菌で、唾液などを通じて飛沫感染し、気管支炎や肺炎、敗血
症などの重い合併症を引き起こすことがあります。
肺炎はわが国の死亡原因の第3 位となっています。また、日常的に生じる成人の肺炎のうち1 ⁄ 4 ～ 1 
⁄ 3 は肺炎球菌が原因と考えられています。対象者は毎年異なるため、接種の機会を逃さないようにご注
意ください。※過去に肺炎球菌ワクチンの接種をうけたことがある方は対象外です。

1．�経過措置の対象となる方　平成 27年
度対象者 (平成28年3月31日まで1回
のみです。)

2．�60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、
呼吸器の機能に自己の身辺の日常生
活活動が極度に制限される程度の障
害やヒト免疫不全ウイルスによる免
疫の機能に日常生活がほとんど不可
能な程度の障害がある方

まだ受診していないかたは、ぜひ、
この機会にがん検診受けましょう。

がん検診は 2月末まで

大人の健康づくり

がん検診についてのお知らせ

高齢者肺炎球菌感染症の定期予防接種についてのお知らせ

対象者 生 年 月 日
65歳となる方 昭和25年4月2日生　～　昭和26年4月1日生
70歳となる方 昭和20年4月2日生　～　昭和21年4月1日生
75歳となる方 昭和15年4月2日生　～　昭和16年4月1日生
80歳となる方 昭和10年4月2日生　～　昭和11年4月1日生
85歳となる方 昭和 5年4月2日生　～　昭和 6年4月1日生
90歳となる方 大正14年4月2日生　～　大正15年4月1日生
95歳となる方 大正 9年4月2日生　～　大正10年4月1日生
100歳となる方 大正 4年4月2日生　～　大正 5年4月1日生

検　診　内　容 受　診　料 対　　　象
肺 が ん

無料 40歳以上胃 が ん
大 腸 が ん
乳 が ん 2，000円 30歳以上の女性
子 宮 が ん 1，000円 20歳以上の女性

【問い合わせ】福祉保健課　健康づくり係　☎0736－56－2933
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1月の健康づくり便り

こどもの健康づくり

健
康
診
査
・
相
談

乳幼児健診の対象児 健康相談の対象児 実施日／会　場

4ヶ月児

6ヶ月児

10ヶ月児

1歳6ヶ月児

3歳6ヶ月児

Ｈ27年　9月生れ

Ｈ27年　7月生れ

Ｈ27年　3月生れ

Ｈ26年　5月生れ

Ｈ24年　5月生れ

4ヶ月児

6ヶ月児

10ヶ月児

1歳6ヶ月児

2歳6ヶ月児

3歳6ヶ月児

Ｈ27年 10月生れ

Ｈ27年　8月生れ

Ｈ27年　4月生れ

Ｈ26年　6月生れ

Ｈ25年　6月生れ

Ｈ24年　6月生れ

26日（火）
高野町保健福祉センター
○健康相談 10：00 ～ 11：00 

(4,6,10ヶ月児)
※�上記以外の対象児は、各戸日程

相談のうえ実施。 　　　
○乳幼児健診 13：30 ～ 14：00

 大人の健康づくり

健

康

相

談

会　場　名 実　施　日　時 備　　考

大滝集会所 5日（火） 9：30 ～ 10：00

高根集会所 12日（火）10：30 ～ 11：00

杖ヶ薮龍福寺 12日（火）13：30 ～ 14：00

湯川集会所 13日（水）10：00 ～ 10：30

下筒香集会所 14日（木） 9：30 ～ 10：00 理学療法士が同行します。

（旧）筒香小学校 14日（木）10：10 ～ 10：40 理学療法士が同行します。

高野山多目的集会所 14日（木）13：30 ～ 15：00

東細川集会所 19日（火） 9：30 ～ 10：00

西細川多目的集会所 19日（火）10：10 ～ 10：40

細川団地集会所 19日（火）10：50 ～ 11：10

神谷多目的集会所 20日（水）10：00 ～ 10：30 10：30 ～生活リハビリ（500 円）

相ノ浦集会所 22日（金）10：00 ～ 10：30

桜茶屋　（横谷様宅） 22日（金）12：30 ～ 13：00

西郷集会所 22日（金）13：10 ～ 13：40

※保健師による相談と簡単な健康チェック（血圧測定、検尿等）を行います。

【問い合わせ】福祉保健課　健康づくり係（保健師）☎0736－56－2933

　高野町健康推進員の養成講座の課程を
修了された10名が修了認定書を交付さ
れました。平成28年 4月より健康推進
員として地域住民へ検診受診の呼びかけ
や健康づくり事業への協力等の活動して
いただきます。

　健康推進員について
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【問い合わせ】福祉保健課 保健師 ☎0736－56－２９３3

高野町企画公室／〒 648-0281 高野町大字高野山 636 番地
TEL：0736-56-3000（代表）　FAX：0736-56-4745

発行・編集

健康寿命を延ばそう！　その 1

和歌山県では、日々の生活の中で「人
権」について改めて考えていただくた
めに「人

こころ

権の詩
うた

」を募集しています。
今年度は、県内各地から総数 2961

点の応募があり、その中から高野山小
学校 3年生の尾西太

たい

智
ち

君が「理事長賞」
を受賞しました。
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「人権の詩」理事長賞受賞おめでとう!

去る、11月和歌山県立医科大学　有田幹雄医師による講演で印象に残った内容を 3回に分けて連載します。
和歌山県の平均寿命は全国で、男性ワースト 4位、女性ワースト 3位。
高血圧の診断を受けておられる方は全国 1位！　大変不名誉な状況です。
高血圧とは、心臓から出た血液が血管の壁を押す力で、「ほとんどの高血圧の原因は不明」「無
症状なので放置してしまいがち」「高血圧は脳卒中、心筋梗塞、腎臓病になりやすい」「治すこと
はできないが、コントロールすることができる」ということでした。
高血圧が脳卒中や心筋梗塞を発症させますが（年間の交通事故死約 6000 人　自宅での入浴中、トイレでの死亡約
18000 人）、脳卒中になっても今日の医療技術によって、死亡することはほとんどなくなりました。しかし、発症によっ
て、脳の損傷が起こり手足だけでなく、五感など種々の「麻痺が残る」ことで日常生活の活動や質の低下が起こってし
まいます。それは突然にやってきます。また、寝たきり状態になる 1番の原因ということでした。� （次月に続く）

1 月号のメッセージ 高野町長　平野 嘉也

あらためまして新年あけましておめでとうございます。
町長に就任して約 1年半が過ぎました。これまで取り組んできたことはたくさん
ありますが、主な施策として、情報発信の多様化／ふるさと納税／町職員勤務評価
制度／医療界との連携再構築／学校給食における地産地消／新たな地域ブランドへ

の挑戦／諸外国との交流／金剛峯寺や高野山大学との連携／開創法会に向けた各種整備／学童保育
などです。色々な方のお力をお借りして進めてまいりました。
今年は、今まで進めてきた事をしっかり定着・改善し、地方創生関連事業をはじめ、小学校の林
間学校・中高大学校関係の合宿や企業等のコンベンション誘致／防災戸別受信機の増設／光回線敷
設事業／日用必需品の一部補助／医療系ワクチンの一部補助／健康づくり事業／住民提案による事
業への応援／消防団への応援／新規自主防災組織立ち上げ支援／国内外に向けての高野山のある町
としてのメッセージの発信／ 2034 年の御遠忌、また次世代に向けた公共施設等の検討など、今後の
町のありようについて、議会ともしっかりと議論を重ね、根気よく進めてまいりたいと思います。
最後に本年も何事にも全力で突き進み、町民の皆様の笑顔があふれる町にするために働くことをお
誓いして新年号の裏表紙の挨拶とさせていただきます。
　※下記掲載の詩を読んで涙が出ました。この詩に色々なことを教えられた気がいたします。
　　ありがとう！


